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令和5年統一地方選挙（三田市）の結果。
第363回 定例議会にて代表質問を行いました。

なか た えい いち
兵庫県議会議員
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生徒・保護者の負担（会費・送迎等）が増加。
教員のタダ働き解消 &専門的指導へ期待。

国や県（広域自治体）でカバーすべき背　景

答　弁

背　景

答　弁

主　張

埋没しないためにどのような戦略で挑むか主　張

　皆様のお力で３期目の当選をさせて頂きましたが、前回より
2015 票ものご期待の減少および三田市がこれから迎える
困難な状況に鑑みて、より一層身を引き締め全身全霊で山積する

課題に取り組む所存です。引き続き「よろず相談」として皆様の
お困りごとや地域の課題にも率先して取組んで参りますのでお気軽
にお声がけ頂ければ幸いです。

中田 英一
白井 かずや
小山 ひろひさ
せきぐち 正人

……10,906票
…10,012票
…9,617票
…7,082票

令和5年6月第363回定例会 会派の議席は減少しましたが、副幹事長に就任し、10年先
を見据えた提言や皆様の生活現場のお声、地域の課題に
ついて県政に鋭く切り込んで参ります。

立憲民主党

自由民主党

日本維新の会

無所属（前回維新）

代表質問を行いました

選挙結果（三田市選挙区） 

■無所属
2→4議席

■日本共産党
5→2議席

■維新の会
9→21議席
■公明党
12→13議席

■自由民主党
45→37議席

■ひょうご県民連合
13→9議席

県議会会派構成

国の地域移行に向けた令和５年度当初予算が実証事業にとどまったこと（100億→10億円）に対しては残念で移行についても責任を持って国として対応
すべき。今後、地域連絡協議会において、都市部や地方部での取組や課題の共有を図り、地域人材の確保や費用の負担など、今後の環境整備の在り
方について検討を進める。国に対しては、着実な移行に向けた課題の解決と、具体的な制度設計の提示、予算の確実な確保について引き続き求める。

補助の上限や要件を全国トップクラスの優位ある支援内容とし、水素などの新エネルギー、環境、航空、さらには
半導体など、次世代を担う成長産業を育成することをメッセージとして打ち出した改正産業立地条例を核にして、
戦略的に企業誘致を進める。また、産業活性化センターをワンストップ窓口とし、知事部局、企業庁、市町が連携して
企業誘致の展開を引き続き行い、大型の投資案件には、知事をトップとする全庁横断的な推進体制でやっていきたい。

物価高・円安により企業の生産拠点や調達先に国内回帰の流れ！
不幸にも20年間賃金上昇しなかった日本の労働者はもはや
安い（優秀な）人材＝日本中で誘致合戦が始まっている。

「教育の一環」
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中学校内
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企業誘致戦略について

部活動の地域移行について

「地域の文化・
　スポーツ活動」
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部活動の廃止 クラブチーム部活動の廃止 クラブチーム
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つまり

・（労働）人口増加

・市税収入の増加など

誘致

効果
・民間サービスの
　新規参入

※民間クラブやスポーツ協会等の運営チームを想定

中学生の部活参加率 88.7%（2017 年兵庫県）
生徒・保護者負担が増えれば大幅に低下する恐れ

ナカタの
懸念いずれも人口・予算のある都市部と地方の格差が拡大

県制度の向上とトップセールスの強化で

企業誘致を促進します。

第３テクノパークの整備構想
もっと大胆な企業誘致も可能！
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兵庫県は道路総延長、河川延長ともに全国第５位
各所で草刈り回数の減少、舗装修繕の遅れ、河川の土砂堆積箇所が
増加する一方、県内の人口（予算）は 2050 年には現状の75％に減少

観光政策としての
ひょうごフィールドパビリオンの
推進について

次世代に向けた農畜産業の振興について

持続可能な道路・河川の管理について

障碍者の社会進出と自立に向けた取り組みについて

背　景

答　弁

プログラムは個々の魅力を高める必要がある。
地域経済の循環（お金が落ちる）まで準備が必要

主　張

130のプログラムにそれぞれレベル差がある。
ただ、発信したいという熱意は皆強く、しっかりフォローしていくことで、全体の磨き
上げのベースアップ、レベルアップにもつなげ、同時にそれに似合う価格設定も行う
ことで、万博後も自立自走できる取組につなげたい。本庁と同時に県民局にもしっかり
担ってもらい、モデルルート、広域ルート化の構築というのも一緒になってやっていく。

コロナ後国内外から観光客が増加
万博に向けて全国で観光客の誘致合戦
知事の肝入り政策として進むが浸透不足

背　景

答　弁 脱炭素、ＳＤＧｓの流れを踏まえた次世代につながる持続可能な農業の確立が重要。担い手の育成、スマート化、環境創造型の農業の取組拡大農
産物や燃料や肥料などの輸入依存からの脱却を目指し、麦や大豆の生産拡大、耕畜連携の促進、省エネ機器への転換など様々な支援に取り組む。
社会全体ではカーボンニュートラル、ＳＤＧｓの達成、有機農業やアニマルウェルフェアなど、食や環境への意識が高まっているため、こうした環境
配慮を農畜産物の付加価値向上につなげていくことが、農業経営と環境保全を両立する取組として重要。本年度立ち上げる環境創造型農業の推
進検討会でも有機農業の推進とともに、持続可能な視点を農畜産業の経営の中に取り込んでいくこともしっかり検討する。

資材・飼料・肥料高騰によるコスト増が深刻
食糧安全保障が注目され国産支援の動き（農水省）
輸出に向けても次世代対応の課題次世代対応の課題 

主　張

背　景

障碍者実態調査（江東区）では「希望する暮らしをする
ために必要なこと」の設問において、家賃が低額な
住宅 21.9％、医療やリハビリテーションの充実 17％に
次いで、14.4％の方が「働く場所の確保」と回答。
ＳＤＧｓ８番には「2030 年までに若者や障碍者を含
む全ての男性及び女性の完全かつ生産的な雇用
及びディーセント・ワーク、並びに同一労働同一
賃金を達成する」との記載

背　景

答　弁 治水上重要な河川堤防は、損傷箇所を目視で確認できるよう毎年、堤防点検の前に除草する。生活環境の美化を主目的とした除草作業は、従来から
地元の市町や住民の皆様に協力を仰いでいる。県と市町で費用分担する河川クリーン作戦や、住民のボランティア活動に資材等を提供するアドプト
制度によりコスト削減につなげ、地元団体への有償委託は、危険性が少ない道路脇のポケットパークなど、10市町 702ヵ所で実施している。さらに、
新技術活用の観点でＨＹＯＧＯＴＥＣＨイノベーションプロジェクトで、アミノ酸による熱湯除草技術を採択し、県内普及を進める。今後も様々な工夫で、
めり張りをつけながら、道路河川の持続可能な維持管理に努める。

三田市では
「青野ダム周辺のアウトドア施設群」
と「人と自然の博物館」が認定！！

公共事業として事業者に委託している草刈り業務を地域の団体・農業者等に有償委託することで
費用を抑える方法もある。道路・河川の未来を見据えた持続可能な維持管理を進めなければならない

主　張

答　弁

就労の拡大による更なる障碍者の社会進出と
自立に向けた取組や支援を加速させる必要がある

フィールドパビリオンとは
兵庫五国の豊かな地域をパビリオンに
見立て「活動の現場そのもの（フィールド）」
を発信し、来訪者に体験してもらう取組み。PavillionPavillion

障碍者が就労し、働き続け、生き生きと暮らし
ていただくために、それぞれの特性に応じた適切な支援を届ける
ことが必要。障碍者就業生活支援センターで関係機関との連携
強化、就業に関する相談支援事業者に障碍特性を踏まえた助言

の実施や兵庫独自のジョブコーチ制度により伴走型の支援のもとで障碍者の職場定着を図る。
また、障碍者の職域の拡大に向け、旅館業や清掃業務でのインターン研修、介護分野での資格が

得られる生活援助従事者研修、県庁２号館のドリームカフェでの就労訓練の実施、また農福連携の
推進など、多様な職場体験の場を提供する。
　働く場の確保とともに、工賃の向上というものも大変重要。働く場として主要な就労継続支援Ｂ型事業

所は、全国でも低い状況でここをやはりしっかりと改善していく。今後も障碍をお持ちの方もそれぞれの
能力を生かした仕事を通じ、社会進出や自立ができるユニバーサル社会の実現に向けた取組を進める。

維持
管理管理

　　　　　米→稲作の過程で人間の活動に起因
するメタンの 45%を排出しているが中干期間の延長
で削減できることが判明。

牛（家畜）の飼育場はアンモニア臭が強くアニマルウェル
フェアの観点からも問題視され悪臭緩和支援が必要。

→推進すべき

観光による地域の活性化に取り組んで参り
ます。

主　張

大阪府・山形県に次ぐ

令和3年度
就労継続支援B型事業所
（就業者数の最も多い形態）

全国ワースト３位
都道府県別平均賃金
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兵庫県議会議員
ご要望・お問い合わせはこちら

三田市相生町 21-12
TEL+FAX（ 079 ）509-0033
Mail：info@nacata.net 略歴

【 平日：10時～16時 】
Profile

1981年5月29日生まれ   北摂第一幼稚園
武庫小学校   狭間中学校   北摂三田高校
関西学院大学   甲南大学法学科大学院   
特許事務所  行政書士  道の駅  介護職
兵庫県議会議員（ひょうご県民連合議員団所属）  

その他、コロナによる生活や事業の困りごとなどなんでもご相談ください！


